
令和7年度 第１回
長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業

総合流域防災事業

後の川

河川－４

長崎県事業主体

再評価後５年経過
（事業費・工期）

再評価
の理由

事業箇所○

事業実施区間 L=1,080m

凡例
：流域

福江川

後の川

五島振興局

五島市役所

そのかわ
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概要Ｂ／Ｃ事業費
（億円）

工期
再評価の理由審議経過

完了着工

改修延⾧ L=1,080m
河道拡幅、築堤、護岸整備、橋梁架替等10.3813.6Ｈ24H14―当初

(H14年度新規)

【当初評価からの変更概要】
人家近接による施工上の制約や橋梁等の構造
物が多いことに加えて用地交渉に時間を要し
ていることによる工期延⾧

10.5513.6Ｈ34H14事業採択後
10年経過

第1回審議
(H23年度)

【前回評価からの変更概要】
整備計画策定に係る審議10.5513.6H34H14整備計画策定第2回審議

(H29年度)

【前回評価からの変更概要】
仮設工施工方法の見直しに伴う事業費増
仮設工施工方法の見直し及び用地交渉に時間
を要していることによる工期延⾧

9.4715.2R9H14再評価後変更
(事業費・工期)

第3回審議
(R2年度)

【前回評価からの変更概要】
仮設工法の見直し及び労務費・資材単価増に
よる事業費増
仮設工法の見直し及び用地制約による資機材
運搬路の制限による工期延⾧

8.0821.2R12H14再評価後変更
(事業費・工期)

第4回審議
(R7年度)

１．審議経過
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２．目的・事業概要・これまでの経緯

・後の川の総合流域防災事業は、医王寺橋
から野呂河橋上流に至る区間において河道
拡幅、河床掘削および護岸の整備を行い、
洪水に対して安全な河道を確保し河川の氾
濫を防止することを目的としている。

目的 事業概要

事業経過

事業化平成14年度

用地買収着手平成14年度

護岸整備着手平成16年度

L=1,080m工事延長

河道拡幅、築堤、護岸整備、橋梁架替等整備内容

事業実施区間　L=1,080m
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市道松山・木場町

市道中野・壱本木

市道福江・中央線
市道福江３６５線

整備済

未整備

Ｒ６年度施工

事業実施区間　L=1,080m
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市道福江３６５線

整備済

未整備

Ｒ６年度施工
№820付近の状況

柳川橋架替平成20年度

野呂河橋架替平成27年度

事業進捗率 70.3%（事業費ベース）
用地進捗率 100.0%（事業費ベース）
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３．事業の効果・必要性

＜過去の被災状況＞
後の川周辺は、過去に何度も家屋および農地が浸水被害に見
舞われており、河川改修による事業効果が大いに期待される。

凡例
：想定氾濫区域

緑丘小学校

高齢者福祉施設

病院・薬局

整体院
柳川橋

二番町橋

三番町橋

野呂河橋

医王寺橋

出典：地理院地図

一番町橋

市道福江・中央線

市道松山・木場線

幸橋

事業実施区間 Ｌ＝1,080ｍ

＜河川の氾濫防止＞
想定氾濫区域内には、病院や薬局、整体院、高齢者福祉施設
や住宅および市道が存在する。

昭和42年7月9日豪雨による被害状況 昭和62年7月30日豪雨による被害状況

令和6年7月14日豪雨による被害状況 令和6年7月14日豪雨による被害状況

備 考最大時間雨量(㎜/ℎ)日雨量(㎜/日)年 月 日

線状降水帯発生85.5277.5令和6年7月14日
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４．事業の進捗状況

R7年度以降残進捗率R6年度末まで全 体

6.3億円70.3%14.9億円21.20億円

・現在、緑丘小学校付近を除く上流
および下流の護岸整備については、
完了している。
今後は、緑丘小学校付近(約180m)
の護岸整備を随時進めていく。

事業実施区間　L=1,080m
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Ｒ６年度施工

事業実施区間　L=1,080m
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Ｒ６年度施工

高齢者福祉施設

高齢者福祉施設 №960付近 未整備箇所

№920付近 施工状況
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４．事業の進捗状況（事業費の見直し）

主な増額理由増 額事業費増の内容

矢板の打設工法を変更したことによる工事費の増加4.0億円①仮設工法の見直し

資材費及び労務単価の上昇による増加2.0億円②その他

6.0億円合計

No,960

残工事範囲 L=184ｍ

護岸(施工対象)

土留矢板法線

ボーリング調査箇所

凡　例

護岸(施工済)

5m

火山噴火により流下した玄武岩溶岩で
あり、N値700以上の硬質な地質
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土砂

軟岩Ⅰ

▽5.57

▽2.20

▽1.20

▽9.72

▽1.20

6.77

▽ H.W.L

R3.5

1:0.5

GH= 7.58

FH=

NO.960

WL

L6

▽ 9.50

硬質玄武岩（ N 値 700 超 ）

４．事業の進捗状況（事業費の見直し）

主な増額理由増 額事業費増の内容

硬質な地盤が確認されたことから、仮設矢板の打設工法が変更となったため。4.0億円①仮設工法の見直し

[硬質地盤クリア工法]
・従来型パイルオーガにより、仮設矢板を打設する。
※N値(地盤の硬さ)600以上の超硬質地盤には適さない。

【①仮設工法の見直し】

[硬質地盤クリア工法（フライホール式パイルオーガ）]
・新型パイルオーガにより、仮設矢板を打設する。
※N値(地盤の硬さ)600以上の超硬質地盤に対しても、適
している。

右岸

R5施工時に、想定より浅い位置にN値700を超える超硬質
岩盤が確認され、当初工法での施工が困難となった。

【当初】

【変更】

H=10m

左岸

H=9.7m
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４．事業の進捗状況（事業費の見直し）

主な増額理由増 額事業費増の内容

労務単価および資材単価の上昇により増額する。2.0億円②その他
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４．事業の進捗状況（事業期間の見直し）

【完了工期】Ｒ９（前回）→Ｒ１２ （今回）
・ 超硬質な地盤への仮設矢板打設や、用地制約による資機材運搬路の制限により、工期を延長
する。

当初搬入路計画

R6まで
施工ヤード
※R7以降
使用不可

R7以降施工範囲

使用不可

使用不可

変更搬入路計画
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柳川橋

二番町橋

三番町橋

野呂河橋

医王寺橋

一番町橋
幸橋

事業実施区間 Ｌ＝1,080ｍ

５．社会経済情勢等の変化

五島市の中心部であり、小学校、医療、福祉施設等が集約されている地域
であるが、前回評価時と比較して社会情勢等の大きな変化は認められない。

凡例
：想定氾濫区域

○
緑丘小学校

○
○

○

高齢者福祉施設

整体院 ○
市民プール

出典：地理院地図

○
五島市役所

五島振興局
○

病院・薬局
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６．事業の投資効果

 費用対効果（B/C)

〔費用〕

・河川整備に要する事業費（工事費、用地費）、河川維持管理に要する費用

〔便益〕

・家屋、家庭用品、事業所及び従業員等の直接被害、営業停止、応急対策費等の間接被害、

公共土木施設被害に対する便益

〔プラス要因〕

・治水経済マニュアルの改定（被害率の変更）

〔マイナス要因〕

・事業費の増加

・事業期間の延長

今回評価
（令和７年度）

前回評価
（令和２年度）

項目

3.84＝ 27.45億円／7.15億円43.13＝ 221.0億円／5.1億円残事業

8.08＝ 310.66億円／38.44億円9.47＝ 221.26億円／23.35億円全事業
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７．対応方針（原案）

 後の川流域の洪水氾濫被害に対して、人的被害、一般資産、公共施設等を守るため、
安全な河道を確保し、河川氾濫を防止するための河川改修事業である。

 事業進捗率は事業費ベースで約70.3％[14.90億円/ 21.20億](令和6年度末)であり、
用地進捗率は100.0%となっている。

 地元「五島市」から、早期完成が望まれている。

 事業効率化に大きく寄与する新たなコスト縮減は見込めず、また、代替案の可能性
はない。

 事業費の増額および工事期間を延長するが、費用対効果も十分に見込まれる。

継続
対応方針
（原案）

継続
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